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概  要 

 

日本の大腸ガンの増加は，食の欧風化が強く関係している。食物繊維やレジス

タントスターチといったルミナコイドは，少なからず大腸内の健全性維持に貢

献しており，本研究においては，特に大腸内環境改善の観点からルミナコイド

の効果を検証し，大腸内環境改善食への応用を目指す。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

高タンパク食による大腸内環境の悪化に対してレジスタントスターチ（RS）

がどの程度の改善効果を有するのかを調べた。その結果，フェノールや p-ク

レゾール含量の増加を大腸内環境悪化指標とした場合，盲腸内容物中のフェノ

ール化合物量及び尿中へのフェノール化合物排泄量は，RS 添加群では著しく

低下した（図参照）。 

本技術の 

有用性 

デンプンの RS 成分は，大腸内環境改善に有用な食品成分の一つであることが

明らかとなり，高タンパク食による大腸内環境の悪化の予防及び高タンパク食

により悪化した大腸内環境の改善ができる食品の開発が期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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